
 

教

育

長 
 

石
神 

治  

氏 

（
八
幡
町
：
六
八
歳
）

教
育
委
員
長 

長
尾 

辰
郎  

氏
（
美
並
町
）

東 

真 
 

 

氏
（
大
和
町
）

曽
我
毅
八
郎 

氏
（
白
鳥
町
）

角 

治
恵
門 

氏
（
明 

宝
）

郡
上
市
誕
生
に
よ
る
選
挙
後
初
の

第
一
回
臨
時
議
会
が
四
月
二
十
七
日

に
開
会
さ
れ
五
月
十
四
日
ま
で
の
十

八
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

臨
時
議
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

 

◇
正
副
議
長
の
選
出 

 

指
名
推
薦
で
行
い
郡
上
市
初
代
議

長
に
大
暮
了
氏
（
七
〇
歳
）
八
幡
町

那
比
＝
、
副
議
長
に
森
藤
雅
毅
氏
（
五

九
歳
）
大
和
町
島
＝
を
選
出
し
ま
し

た
。 

 

◇
各
種
委
員
会
の
設
置 

 

総
務
、
産
業
建
設
、
文
教
民
生
の
３

常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
ほ

か
に
病
院
建
設
事
業
、
情
報
推
進
事

業
、
生
活
環
境
整
備
事
業
、
議
会
だ
よ

り
の
４
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。 

 

◇
硲
市
長
の
挨
拶
（
要
旨
） 

 

快
適
で
活
力
あ
ふ
れ
る
和
の
郷

「
郡
上
」
を
し
っ
か
り
肝
に
銘
じ
、

三
十
三
年
間
の
行
政
経
験
を
生
か
し

市
政
運
営
に
取
り
組
み
た
い
。 

 

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
産
業
振 
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興
対
策
を
最
優
先
課
題
と
し
、
雇
用

促
進
対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
、
伝
統

文
化
や
市
民
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
市
民

主
体
の
町
づ
く
り
の
推
進
。 

 
郡
上
市
は
県
土
の
１
０
％
と
い
う

広
い
面
積
に
約
５
万
人
が
生
活
し
て

い
ま
す
が
、
「
ど
の
地
域
で
も
、
公

平
、
平
等
を
行
政
の
基
本
理
念
と
し

て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
生
活
環
境
基
盤
整

備
事
業
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
行

き
た
い
。 

 

ま
た
、
官
主
導
の
行
政
で
は
な
く
、

市
民
主
体
の
行
政
、
若
い
人
の
創
造

力
、
企
画
力
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
夢
と
自
信
、
誇
り
の

持
て
る
新
生
郡
上
市
を
目
指
し
た
い

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◇
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認 

 

郡
上
市
が
三
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
行
政
執
行

す
る
た
め
、
合
併
前
の
７
つ
の
町
村

の
様
々
な
条
例
が
、
郡
上
市
と
し
て

の
行
政
事
務
、
施
設
の
運
営
管
理
な

ど
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ

う
、
専
決
処
分
さ
れ
た
１
８
７
件
の 

条
例
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
に
付

託
し
、
審
議
す
る
と
共
に
本
会
議
に
て

承
認
を
行
い
ま
し
た
。 

 

◇
予
算
の
専
決
処
分
・
補
正
予
算

の
承
認 

 

新
市
の
予
算
は
、
三
月
一
日
に
十
五

年
度
三
月
分
、
四
月
一
日
に
十
六
年
度

当
初
の
約
三
ヶ
月
分
が
、
暫
定
予
算
と

し
て
専
決
処
分
さ
れ
て
お
り
、
予
算
特

別
委
員
会
に
て
審
査
し
、
本
会
議
に
お

い
て
審
議
承
認
を
行
い
ま
し
た
。 

３
月
分 

一
般
会
計

 
 
 
 
 
 

８
，
２
４
５
百
万
円 

３
月
分 

特
別
会
計
（
１
８
件
） 

 
 
 

 

６
，
４
６
９
百
万
円 

４
〜
６
月
分 

一
般
会
計 

 
 
 
 

８
，
１
７
２
百
万
円 

４
〜
６
月
分 

特
別
会
計
（
２
２
件
）

 
   
 

４
，
７
５
３
百
万
円 

ま
た
、
臨
時
議
会
開
会
中
に
暫
定
補
正

予
算
が
上
程
さ
れ
、
審
議
可
決
致
し
ま
し

た
。 

 

◇
十
六
年
度
早
期
発
注
の
主
な
議

決
事
業 

 

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
当
初
暫
定

予
算
・
暫
定
補
正
予
算
に
よ
り
、
継
続

事
業
、
補
助
金
等
裏
付
け
の
あ
る
事
業
、

早
期
に
発
注
の
必
要
あ
る
事
業
、
景
気

対
策
な
ど
も
目
的
と
し
て
予
算
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。 

 

美
並
地
域
に
お
い
て
の
主
な
事
業
は

次
の
通
り
で
す
。 

☆
教
育
関
係 

・
三
城
小
学
校
、
吉
田
小
学
校
校
舎
・

体
育
館
改
修
事
業 

・
美
並
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業 

（
鉄
骨
造
平
屋
建
て
） 

 

☆
基
盤
整
備
関
係 

 
 

・
大
矢
元
本
線
改
良
事
業
測
量
設
計

委
託 

・
新
三
日
市
橋
落
橋
防
止
シ
ス
テ
ム

設
計
委
託 

・
上
苅
安
農
道
舗
装
工
事 

・
釜
ヶ
滝
遊
歩
道
修
繕
工
事 

・
宮
奥
支
線
林
道
開
設
工
事 

・
白
谷
夕
谷
林
道
舗
装
工
事 

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

（
粥
川
地
区
管
渠
工
事
・
下
田
地

区
管
渠
詳
細
設
計
） 

・
農
業
集
落
排
水
事
業 

（
木
尾
地
区
管
路
布
設
工
事
・ 

八
坂
地
区
管
路
実
施
設
計
） 

◇
市
長
等
の
給
料
の
月
額
の
特

例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て 

硲
市
長
が
市
の
財
政
が
厳
し
い
こ

と
と
行
政
を
担
う
者
が
範
を
示
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
条
例
提
案
さ
れ
可

決
し
ま
し
た
。 

・
月
額
で
市
長
が
１
０
万
円
減
額 

（
８
５
万
円
↓
７
５
万
円
） 

・
助
役
が
５
万
円
減
額 

（
６
８
万
円
↓
６
３
万
円
） 

・
収
入
役
が
２
万
円
減
額 

（
６
２
万
円
↓
６
０
万
円
） 

・
今
年
の
五
月
か
ら
平
成
十
八
年
三
月

ま
で
の
二
十
三
ヶ
月
間
実
施
と
な

り
ま
し
た
。 

 

◇
郡
上
市
の
特
別
職
（
助
役
・
収

入
役
・
教
育
長
）
決
定 

五
月
十
四
日
の
最
終
日
に
特
別
職

の
選
任
同
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

助 

役 

森  

弘
彦 

氏 

（
六
二
歳
：
元
和
良
村
長
） 

 

収
入
役 

野
島
征
夫 

氏 

（
五
八
歳
：
元
白
鳥
町
長
） 

 

助
役
、
収
入
役
人
事
に
つ
い
て
、
硲

市
長
は
、
「
新
市
が
ス
タ
ー
ト
し
、
合

併
ま
で
の
こ
と
に
精
通
し
た
人
を
お

願
い
し
た
い
。 

通
常
の
任
期
は
四
年
で
あ
る
が
、
合

併
前
に
調
整
し
て
き
た
諸
問
題
を
軌

道
に
乗
せ
る
た
め
、
こ
の
度
の
助
役
、

収
入
役
の
任
期
は
一
年
ぐ
ら
い
に
し

た
い
。
」
旨
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
同
日
に
教
育
委
員
の
任
命
同

意
が
な
さ
れ
、
引
き
続
き
教
育
長
と
教

育
委
員
長
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

☆
郡
上
市
第
一
回
臨
時
議
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〒５０１－４１０２ 

郡上市美並町高砂７６６番地  

 古川文雄を育てる会 

【TEL/FAX】７９－２４０９ 

【E-mail】fumio-f＠muse.ocn.ne.jp 

【URL】http：//www15.ocn.ne.jp/~fumio/ 
（郡上市役所・八幡庁舎）

（郡上市役所・美並庁舎）

◇
古
川
文
雄
か
ら
皆
様
へ
の
お

願
い
・
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

こ
の
度
、
郡
上
市
議
会
議
員
の
重

責
を
担
わ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

四
月
二
十
七
日
に
は
郡
上
市
誕
生

後
初
の
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
「
み
な
み
の
声
」
第
一
号
で
、

第
一
回
臨
時
議
会
本
会
議
の
概
要
を

ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
郡
上
市

議
会
議
員
と
し
て
、
美
並
地
域
の
皆

様
方
に
、
「
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

し
て
参
加
い
た
だ
け
る
市
政
」
を
め

ざ
し
、
皆
様
が
何
を
一
番
望
ま
れ
て

い
る
か
を
把
握
し
、
「
み
な
み
の
声
」

を
郡
上
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
活
動
の
基
本
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

身
近
な
問
題
を
課
題
に
し
て
、
皆

様
方
の
手
と
な
り
足
と
な
り
、
汗
を

流
し
、
知
恵
を
絞
り
、
皆
様
方
の
小

遣
い
役
と
し
て
、
美
並
地
域
発
展
の

た
め
微
力
な
が
ら
と
こ
と
ん
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
、
お
声
を
か
け
て
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
「
古
川
文
雄
を
育
て
る
会
」
か

ら
の
お
願
い 

 

こ
の
度
、
皆
様
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
市
政

の
第
一
歩
と
し
て
の
広
報
「
み
な
み

の
声
」
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
後
、
「
古
川
文
雄
を
育
て
る
会
」

で
は
、
「
郡
上
市
の
南
玄
関
・
魅
力

あ
る
美
並
町
」
を
め
ざ
し
て
い
ろ
い

ろ
な
活
動
や
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

是
非
こ
の
機
会
に
「
古
川
文
雄
を
育

て
る
会
」
に
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

育
て
る
会
に
入
会
申
込
み
を
頂
き

ま
す
方
は
誠
に
お
手
数
で
す
が
、
下

記
ま
で
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ど
ち
ら
で
も

結
構
で
す
の
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。 

（
過
日
、
入
会
申
込
み
い
た
だ
き
ま

し
た
方
は
結
構
で
す
） 

 

ま
た
、
皆
さ
ん
の
思
い
・
願
い
、

何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
寄
せ
頂

き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま

す
。 

は
ざ
ま 


